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E領域(電流層= Sq場の振幅に関係)：
90-150 nm (NO, O, O2)





















下側：5%の増加として計算0.5 1.0 1.5 2.0























































































































E領域：90-150 nm (NO, O, O2)





















































































































































































E領域(高度=90-130 km)：90-150 nm (NO, O, O2)
F領域(高度=130 -1000 km)：100 nm以下(H, He, O)
1.3 熱圏・電離圏大気の変動に関係する波長領域
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19周期 73.84 52.79 97.44
20周期 75.58 57.85 77.19
21周期 75.58 57.33 92.37
22周期 72.67 59.07 102.50
23周期 68.60 51.74 89.00
Sq振幅が最小となる日時とF10.7フラックス
○太陽活動23周期の極小期のSq場の振幅は、
ここ60年間の中で最も最小
○太陽極小期で、Sq場の振幅が比較的に小さ
くなる場合、次期極大期のSq場の振幅は、
小さい傾向にある??
○F10.7以外の波長域を調べる必要あり。
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6. 今後の展開と方針
1．使用できる全ての地磁気観測点のデータを用い、全球的なSq振幅の
年変動の傾向を明らかにする。
2．電離圏電気伝導度と用いて、地磁気永年変化に伴う電離圏伝導度の
増加の寄与を取り除いて、それ以外の成分を抜出し、地球環境変動
に伴う超高層大気の変動成分を明らかにする
3．熱圏風との比較解析やSqの短期変動の機構も明らかにする
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